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◆本件のポイント！  

数理・データサイエンス×福祉・経済による「子ども・若者の生きづらさ」の克服へアプローチします。 

 

◆本件の概要 

島根大学法文学部山陰研究センターは、SDGｓ×数理・データサイエンス×福祉が描く未来社会シ

ンポジウム『子ども・若者の生きづらさへの異分野融合アプローチ～認知・関心からアクションへ～』

を開催します。 

今回の新型コロナウイルス感染症対策では、データが表に出ることが多くなっているように思いま

す。たくさんの人が毎日のように数字を見ながら社会の動向を推し量っています。複雑化・多様化す

る社会的課題・福祉的課題の克服に向けても、多様なアプローチのひとつとしてデータをその解決に

活用すべきという社会的な要請が高まっています。 

島根県の子ども・若者の孤立・貧困縮小のためのデータ分析結果をもとに、これまで捉えられてい

なかった、「子ども・若者の生きづらさを可視化」することに挑戦しました。そこから見えてくる課題に

ついて、学校教育や福祉行政の立場からだけでなく、公共交通や労働問題などを含む経済・社会全体

で考え、「アクション」する契機となることを目的に開催します。 

 

◆概要内容 

SDGｓ×数理・データサイエンス×福祉が描く未来社会シンポジウム 

『子ども・若者の生きづらさへの異分野融合アプローチ ～認知・関心からアクションへ～』 

 

【日    時】2022年 2月 27日(日) 13:00～15:30 

 

【開催方法】オンライン開催(ZOOM、Facebook Live、Twitter Live) 

※参加無料 

※ZOOMでご参加の場合は事前申込みが必要 

 

【講   演】「島根大学 SDGsの取組み」 

「島根大学 SDGsの取組みと数理・データサイエンスの位置づけ」 

(島根大学理事 大谷 浩) 

 

【基調講演】「Society5.0を牽引する高等教育のデジタルトランスフォーメーション」 

    (文部科学省高等教育局専門教育課 企画官 中澤 恵太 氏) 

 

【報   告】『データから見えてくる子ども・若者の生きづらさ～課題解決の本質に迫る～』 

「数理・データサイエンス教育研究センターの活動の報告と将来の展望」 

（島根大学数理・データサイエンス教育研究センター 黒岩大史） 

「データで捉え、データが導く島根の子どもの貧困対策」 

(島根大学法文学部 藤本晴久・宮本恭子) 

「島根の子どもの居場所と支援」 

(島根大学人間科学部 佐藤桃子) 

SDGｓ×数理・データサイエンス×福祉が描く未来社会シンポジウム 

『子ども・若者の生きづらさへの異分野融合アプローチ ～認知・関心からアクションへ～』 



  

 

 

◆本件の連絡先  

島根大学法文学部山陰研究センター 

電 話： 0852-32-9833  /メール： admin-src[at]soc.shimane-u.ac.jp 

                                            ※[at]は＠に置き換えてください 

案内 HP:  https://www.src.shimane-u.ac.jp/docs/2022020900014/ 

 

 

 

【添付資料：  ■あり（  ２ 枚）    □なし 】 
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